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は
し
が
き

ス
ペ
ー
ス
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
と
い
う
と
、
ニ
ュ
ー
エ
イ
ジ
・
ミ
ュ
ー
ジ

ッ
ク
や
静
か
で
催
眠
性
の
あ
る
音
楽
の
こ
と
を
い
う
ら
し
い
。
こ
こ
で
は

よ
り
広
く
と
ら
え
て
、
宇
宙
の
イ
メ
ー
ジ
を
喚
起
す
る
音
楽
全
体
と
考
え

る
こ
と
に
す
る
。
と
は
い
っ
て
も
、
僕
自
身
が
知
っ
て
い
る
範
囲
で
、
い

く
つ
か
の
ア
ル
バ
ム
を
紹
介
す
る
に
過
ぎ
な
い
わ
け
だ
が
。

冨
田
勲
の
シ
ン
セ
サ
イ
ザ
ー
に
よ
る
《
宇
宙
幻
想
》
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
特
集
『
銀

と
み
た
い
さ
お

河
宇
宙
オ
デ
ッ
セ
イ
』
の
サ
ウ
ン
ド
ト
ラ
ッ
ク
、
意
識
変
容
の
信
号
ヘ
ミ

シ
ン
ク
を
組
み
込
ん
だ
ア
ル
バ
ム
、
ス
ペ
イ
ン
の
若
手
音
楽
家
マ
ッ
ク
ス

・
コ
ル
バ
ッ
チ
ョ
の
ア
ル
バ
ム
、
ホ
ル
ス
ト
の
《
惑
星
》
とN

A
SA

の

宇
宙
探
査
機
が
も
ら
し
た
惑
星
の
音
な
ど
、
雑
多
な
内
容
で
は
あ
る
が
、

2

僕
に
と
っ
て
は
宇
宙
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
音
楽
と
し
て
、
か
け
が
え
の
な

い
ア
ル
バ
ム
ば
か
り
で
あ
る
。

も
し
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
け
た
な
ら
、
ご
自
身
で
実
際
に
お
聴
き
に

な
り
、
音
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
た
宇
宙
を
、
ぜ
ひ
体
感
な
さ
っ
て
く
だ
さ

い
。二

〇
一
八
年
十
二
月
二
日

髙
野
敦
志
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冨
田
勲
の
《
宇
宙
幻
想
》

シ
ン
セ
サ
イ
ザ
ー
に
よ
る
演
奏
が
、
全
く
新
し
い
音
楽
の
到
来
を
予
感

さ
せ
た
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
出
す
音
は
、
ア
ナ
ロ
グ
の
楽
器
を
模
し
た

は
ず
だ
が
、
そ
れ
が
全
く
か
け
離
れ
て
い
た
と
こ
ろ
に
、
未
来
社
会
の
到

来
を
空
想
さ
せ
て
く
れ
た
。
未
来
に
対
す
る
夢
を
抱
け
た
幸
福
な
時
代
の

音
楽
で
あ
る
。

冨
田
勲
は
シ
ン
セ
サ
イ
ザ
ー
音
楽
の
第
一
人
者
で
、
そ
れ
を
使
っ
た
処

女
作
《
月
の
光
》Clair

de
lune

は
ド
ビ
ュ
ッ
シ
ーD

ebussy

の
ピ
ア
ノ

曲
を
、
シ
ン
セ
サ
イ
ザ
ー
で
演
奏
し
た
も
の
で
、
ジ
ャ
ン
ル
に
よ
る
分
類

が
不
能
と
い
う
こ
と
で
、
日
本
の
レ
コ
ー
ド
会
社
か
ら
は
取
り
扱
い
を
拒

否
さ
れ
た
が
、
欧
米
で
は
早
く
か
ら
価
値
が
認
め
ら
れ
た
。
シ
ン
セ
サ
イ

4

ザ
ー
を
使
っ
た
冨
田
の
演
奏
は
、
ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー
の
《
火
の
鳥
》L'O

iseau
de

feu

や
ホ
ル
ス
トH

olst

の
《
惑
星
》The

Planets

も
聴
い
た
が
、
冨

田
の
意
匠
で
構
成
さ
れ
た
ア
ル
バ
ム
の
中
で
、
ス
ペ
ー
ス
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ

ク
の
傑
作
と
し
て
は
、
《
宇
宙
幻
想
》K

osm
os

を
挙
げ
る
べ
き
で
あ
る
。

僕
は
大
学
生
の
頃
、
Ｌ
Ｐ
で
こ
の
ア
ル
バ
ム
を
購
入
し
た
が
、
中
年
に
な

っ
て
か
ら
Ｃ
Ｄ
で
聴
き
直
し
て
も
、
面
白
さ
は
変
わ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。

１
曲
目
の
「
ス
ペ
ー
ス
・
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
」Space

Fantasy

は
、
リ
ヒ

ャ
ル
ト
・
シ
ュ
ト
ラ
ウ
スRichard

Strauss

の
《
ツ
ァ
ラ
ト
ゥ
ス
ト
ラ
は

か
く
語
り
き
》A

lso
sprach

Zarathustra

と
、
ワ
グ
ナ
ーW

agner

の
《
ワ

ル
キ
ュ
ー
レ
》D

ie
W

alküre

の
騎
行
、
《
タ
ン
ホ
イ
ザ
ー
》Tannhäuser

の
序
曲
を
ミ
ッ
ク
ス
し
た
作
品
。
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
の
預
言
者
、
ツ
ァ
ラ

ト
ゥ
ス
ト
ラZarathustra

の
登
場
を
表
す
荘
重
な
出
だ
し
と
、
ワ
ー
グ
ナ
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ー
の
楽
劇
『
ニ
ー
ベ
ル
ン
グ
の
指
環
』D

er
Ring

des
N

ibelungen

の
神

話
的
世
界
が
、
時
空
を
超
え
た
夢
の
よ
う
に
、
渾
然
一
体
と
し
た
音
の
世

こ
ん
ぜ
ん

界
を
形
作
っ
て
い
る
。

２
曲
目
は
オ
ネ
ゲ
ルH

onegger

の
《
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク2

3
1

》Pacific
2
3

1

。
こ
れ
は
蒸
気
機
関
車
の
車
軸
配
置
を
表
す
と
い
う
。
発
車
を
表
す
ベ

ル
の
音
、
周
囲
に
鳴
り
響
く
汽
笛
、
機
関
車
は
ゆ
っ
く
り
と
動
き
出
し
、

速
度
を
上
げ
て
い
く
さ
ま
が
リ
ア
ル
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。
途
中
で
通
過

す
る
警
報
器
の
音
が
、
ド
ッ
プ
ラ
ー
効
果
を
響
か
せ
て
い
る
と
こ
ろ
に
感

動
し
た
も
の
で
あ
る
。

３
曲
目
の
《
答
え
の
な
い
質
問
》The

U
nansw

ered
Q

uestion

は
、
ア

イ
ヴ
スIves

の
室
内
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
。
歪
ん
だ
空
間
の
中
に
、
す
う
っ

と
吸
い
込
ま
れ
て
い
く
感
じ
で
、
宇
宙
に
潜
む
危
険
な
罠
を
暗
示
し
て
い

わ
な

6

る
か
の
印
象
で
あ
る
。

４
曲
目
は
ジ
ョ
ン
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズJohn

W
illiam

s

の
《
ス
タ
ー
・

ウ
ォ
ー
ズ
》Star

W
ars

の
テ
ー
マ
。
軽
快
な
電
子
音
と
口
笛
ら
し
い
音

で
始
ま
り
、
シ
ン
セ
サ
イ
ザ
ー
の
電
子
音
を
最
大
限
に
活
か
し
て
、
原
曲

を
ア
レ
ン
ジ
し
て
い
る
。
作
曲
家
を
か
ら
か
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
ほ
ど
、

い
た
ず
ら
心
が
あ
ふ
れ
た
作
品
で
あ
る
。

５
曲
目
は
ロ
ド
リ
ー
ゴRodrigo

の
《
ア
ラ
ン
フ
ェ
ス
》A

ranjuez

。

悲
壮
な
美
し
さ
を
た
た
え
た
ギ
タ
ー
曲
を
、
シ
ン
セ
サ
イ
ザ
ー
に
よ
っ
て

翻
訳
し
た
作
品
。
テ
ー
マ
は
同
じ
で
も
、
地
上
と
は
る
か
彼
方
の
異
世
界

ほ
ど
に
表
現
の
仕
方
が
異
な
る
。

６
曲
目
は
グ
リ
ー
グG

rieg

の
《
ソ
ル
ヴ
ェ
ー
グ
の
歌
》Solveigs

sang

。

こ
れ
は
グ
リ
ー
グ
の
組
曲
《
ペ
ー
ル
・
ギ
ュ
ン
ト
》Peer

G
ynt

の
第
２
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組
曲
を
ア
レ
ン
ジ
し
た
も
の
。
悲
痛
な
短
調
の
響
き
は
、
主
人
公
ペ
ー
ル

・
ギ
ュ
ン
ト
を
待
ち
続
け
た
村
の
娘
。
ソ
ル
ヴ
ェ
ー
グ
の
思
い
を
表
し
て

い
る
。
こ
こ
で
も
、
冨
田
は
茶
化
す
よ
う
に
、
曲
の
最
後
の
音
程
を
狂
わ

し
て
い
る
。

７
曲
目
は
デ
ィ
ニ
ク

D
inicu

の
《
ホ
ラ
・
ス
タ
ッ
カ
ー
ト
》H

ora
staccato

。
前
の
曲
と
は
一
転
し
て
軽
妙
で
愉
快
な
曲
。
ス
タ
ッ
カ
ー
ト

と
は
音
楽
用
語
で
、
一
音
符
ず
つ
短
く
切
る
こ
と
を
意
味
し
、
は
ね
回
る

音
符
の
踊
り
を
見
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

８
曲
目
は
「
ソ
ラ
リ
ス
の
海
」The

Sea
N

am
ed

"Solaris"

。
ス
タ
ニ

ス
ワ
フ
・
レ
ムStanisław

Lem
の
Ｓ
Ｆ
『
ソ
ラ
リ
ス
』Solaris

を
、
ソ

連
時
代
の
映
画
監
督
タ
ル
コ
フ
ス
キ
ーTarkovsky

が
映
画
化
し
た
。『
惑

星
ソ
ラ
リ
ス
』
に
冨
田
は
触
発
さ
れ
た
と
い
う
。
映
画
で
も
バ
ッ
ハBach

8

の
《
我
汝
に
呼
ば
わ
る
、
主
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
よ
》Ich

ruf
dir,H

err
Jesu

Christ

が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

妻
を
自
殺
さ
せ
て
し
ま
っ
た
主
人
公
ク
リ
ス
・
ケ
ル
ヴ
ィ
ン
は
、
宇
宙

船
の
中
で
亡
き
妻
の
幻
覚
に
襲
わ
れ
る
。
罪
悪
感
に

苛

ま
れ
た
ケ
ル
ヴ

さ
い
な

ィ
ン
の
姿
を
見
て
、
原
作
者
の
レ
ム
は
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
イD

ostoevsky

の
世
界
だ
と
不
満
を
洩
ら
し
た
。
た
し
か
に
バ
ッ
ハ
の
曲
を
背
景
に
流
す

こ
と
で
、
タ
ル
コ
フ
ス
キ
ー
の
映
画
は
、
Ｓ
Ｆ
仕
立
て
の
宗
教
劇
の
様
相

を
帯
び
て
い
た
。

こ
の
作
品
の
テ
ー
マ
で
あ
る
惑
星
ソ
ラ
リ
ス
は
、
星
自
体
が
生
命
体
で

あ
る
ら
し
く
、
接
近
す
る
者
の
意
識
を
幻
覚
に
い
ざ
な
う
。
古
代
イ
ン
ド

人
は
、
宇
宙
を
「
マ
ー
ヤ
」
（
幻
）
と
考
え
た
が
、
ソ
ラ
リ
ス
は
そ
れ
を

体
現
し
た
よ
う
な
惑
星
で
あ
る
。
《
宇
宙
幻
想
》
と
い
う
ア
ル
バ
ム
の
終
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結
に
ふ
さ
わ
し
い
作
品
で
あ
る
。

な
お
、
海
外
版
の
《
宇
宙
幻
想
》
で
は
、
４
曲
目
の
《
ス
タ
ー
・
ウ
ォ

ー
ズ
》
の
テ
ー
マ
が
第
１
曲
目
と
な
っ
て
い
る
。
映
画
『
ス
タ
ー
・
ウ
ォ

ー
ズ
』
の
人
気
に
あ
や
か
る
た
め
だ
ろ
う
が
、
国
内
盤
の
順
序
の
方
が
、

冨
田
勲
の
構
想
に
忠
実
だ
と
思
わ
れ
る
。

10

H
A

RU

の
《
銀
河
宇
宙
オ
デ
ッ
セ
イ
》

一
九
九
〇
年
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
放
送
さ
れ
た
『
銀
河
宇
宙
オ
デ
ッ
セ
イ
』A

G
alactic

O
dyssey

は
、
宇
宙
旅
行
仕
立
て
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
で
、

少
年
時
代
の
宇
宙
へ
の
夢
を
擬
似
的
に
実
現
さ
せ
て
く
れ
た
。
オ
デ
ッ
セ

イ
と
い
う
タ
イ
ト
ル
は
、
ホ
メ
ロ
スH

óm
ēros

の
叙
事
詩
『
オ
デ
ュ
ッ

セ
イ
ア
』O

dysseia

に
由
来
す
る
。
ジ
ャ
ズ
・
ギ
タ
リ
ス
トH

A
RU

が

作
曲
し
た
テ
ー
マ
曲
を
聴
く
と
、
番
組
を
見
た
時
の
各
場
面
が
よ
み
が
え

っ
て
く
る
。
演
奏
に
は
ソ
プ
ラ
ノ
・
サ
ッ
ク
ス
奏
者
の
ウ
ェ
イ
ン
・
シ
ョ

ー
タ
ーW
ayne

Shorter

も
参
加
し
て
い
る
。
ジ
ョ
ー
ジ
・
オ
タ
キ
氏
の

ラ
イ
ナ
ー
ノ
ー
ト
に
よ
れ
ば
、H

A
RU

は
ウ
ェ
イ
ン
・
シ
ョ
ー
タ
ー
に

「
宇
宙
の
Ｍ

星
雲
か
ら
来
た
宇
宙
人
で
す
が
、
一
万
年
以
上
前
、
前
世

78
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の
前
世
で
友
達
だ
っ
た
の
で
、
是
非
再
会
し
た
い
」
と
手
紙
に
書
き
、
会

い
に
来
た
シ
ョ
ー
タ
ー
は
「
一
万
年
ぶ
り
だ
な
」
と
言
っ
て
く
れ
た
と
い

う
。
ち
な
み
に
、H

A
RU

の
本
名
は
高
内
春
彦
で
、
女
優
松
坂
慶
子
の

夫
で
あ
る
。

１
曲
目
の
「
オ
デ
ッ
セ
イ
～
序
曲
」O

dyssey
O

verture

は
、
番
組
の

冒
頭
で
流
さ
れ
た
曲
で
あ
り
、
僕
自
身
が
若
か
っ
た
頃
の
宇
宙
へ
の
憧
れ

が
よ
み
が
え
っ
て
く
る
。
２
曲
目
の
「
イ
オ
」Io

(N
ew

A
ge

G
roove)

は
木
星
の
惑
星
イ
オ
を
テ
ー
マ
と
し
た
曲
。
宇
宙
に
向
か
っ
て
噴
火
を
続

け
る
星
が
、
地
球
以
外
に
あ
っ
た
と
い
う
点
で
、
観
測
当
時
は
大
き
な
衝

撃
を
与
え
た
。
個
性
的
な
衛
星
を
た
た
え
る
よ
う
に
「
イ
オ
、
イ
オ
」
と

い
う
呼
び
か
け
の
声
が
、
電
子
音
楽
に
ミ
ッ
ク
ス
さ
れ
て
い
る
。

３
曲
目
の
「
フ
ォ
ッ
シ
ル
・
コ
ス
ミ
ッ
ク
」Fossil

Cosm
os

は
宇
宙

12

の
化
石
と
い
う
意
味
。
宇
宙
空
間
に
漂
う
星
の
残
骸
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い

る
の
か
。
ギ
タ
ー
の
華
や
か
な
演
奏
と
、
軽
快
で
心
弾
む
メ
ロ
デ
ィ
ー
が

印
象
的
で
あ
る
。
４
曲
目
は
「
タ
イ
ム
・
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
」Tim

e
Paradox

。

時
間
の
逆
説
と
は
、
速
度
を
上
げ
て
移
動
す
る
と
、
時
間
の
流
れ
が
遅
く

な
る
相
対
性
理
論
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
る
の
か
。
謎
を
か
け
る
よ
う
な
、

迷
路
に
誘
い
込
む
よ
う
な
印
象
で
あ
る
。
５
曲
目
の
「
エ
ピ
ソ
ー
ド
・
オ

デ
ッ
セ
イ
」O

dyssey
Episode

は
、
ひ
と
と
き
の
休
息
を
促
す
よ
う
な
、

一
日
の
終
わ
り
を
告
げ
る
よ
う
な
メ
ロ
デ
ィ
ー
。

６
曲
目
の
「
ル
ナ
」Lunar

は
ラ
テ
ン
語
で
月
を
意
味
す
る
。
子
供
た

ち
の
歌
声
に
始
ま
り
、
月
を
見
て
宇
宙
に
思
い
を
馳
せ
た
幼
い
頃
を
思
い

は

起
こ
さ
せ
る
、
ち
ょ
っ
と
感
傷
的
な
音
楽
。
７
曲
目
の
「
タ
キ
オ
ン
」Takion

は
、
光
速
を
超
え
て
移
動
す
る
と
仮
定
さ
れ
て
い
る
粒
子
の
こ
と
。
重
低
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音
の
鈍
い
響
き
が
、
ミ
ス
テ
リ
ア
ス
な
空
間
の
ね
じ
れ
へ
と
い
ざ
な
う
。

も
し
光
速
を
超
え
て
移
動
で
き
た
ら
、
時
間
が
逆
行
し
て
し
ま
う
が
、
未

来
か
ら
過
去
を
改
変
で
き
な
い
と
い
う
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
に
ぶ
つ
か
る
。
特

殊
相
対
性
理
論
で
は
、
そ
の
存
在
は
否
定
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
が
。

８
曲
目
の
「
ネ
ビ
ュ
ラ
」N

ebula

は
星
雲
の
こ
と
。
宇
宙
空
間
に
漂

う
ガ
ス
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
新
た
な
恒
星
が
誕
生
す
る
。
あ
ら
ゆ
る
可
能

性
を
秘
め
な
が
ら
、
ま
だ
始
ま
っ
て
い
な
い
状
態
。
期
待
だ
け
が
膨
ら
ん

で
も
、
人
類
の
宇
宙
へ
の
旅
は
実
際
に
は
始
ま
っ
て
い
な
い
。
９
曲
目
は

ふ
た
た
び
「
オ
デ
ッ
セ
イ
～
テ
ー
マ
」O

dyssey
Them

e

。
１
曲
目
の
メ

ロ
デ
ィ
ー
を
変
奏
し
て
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
テ
ン
ポ
で
幕
を
閉
じ
る
。

14

ジ
ョ
ン
・
セ
リ
ー
の
《
処
女
航
海
》

ヘ
ミ
シ
ン
ク
と
い
う
の
は
、
バ
イ
ノ
ー
ラ
ル
・
ビ
ー
ト
と
い
う
技
術
を

用
い
て
、
左
右
か
ら
異
な
っ
た
周
波
数
の
音
を
流
し
、
脳
波
を
ア
ル
フ
ァ

波
や
シ
ー
タ
波
に
誘
導
す
る
技
術
で
あ
る
。
右
脳
と
左
脳
の
働
き
が
全
開

し
、
意
識
の
拡
張
や
神
秘
体
験
が
で
き
る
と
い
う
。
そ
の
信
号
を
音
楽
に

埋
め
込
ん
だ
も
の
は
メ
タ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
リ
ラ
ッ
ク

ス
し
た
ア
ル
フ
ァ
波
や
、
夢
見
心
地
の
シ
ー
タ
波
で
聴
く
音
楽
は
、
他
で

は
味
わ
え
な
い
く
つ
ろ
ぎ
を
与
え
て
く
れ
る
。

今
回
紹
介
す
る
《
処
女
航
海
》M

aiden
V

oyage

は
、
ス
ペ
ー
ス
・
ミ

ュ
ー
ジ
ッ
ク
の
第
一
人
者
で
あ
る
ジ
ョ
ン
・
セ
リ
ーJonn

Serrie

の
ア

ル
バ
ム
《
サ
ン
デ
ー
・
モ
ー
ニ
ン
グ
・
ピ
ー
ス
》Sunday

M
orning

Peace
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に
、
ヘ
ミ
シ
ン
ク
の
信
号
を
埋
め
込
ん
だ
ア
ル
バ
ム
。
途
切
れ
る
こ
と
な

く
続
く
電
子
音
楽
に
、
航
海
を
感
じ
さ
せ
る
波
音
な
ど
が
ミ
ッ
ク
ス
さ
れ

て
い
る
。
《
処
女
航
海
》
は
作
曲
者
は
ジ
ョ
ン
・
セ
リ
ー
で
あ
る
が
、
ア

ル
バ
ム
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
はM

onroe
Products

と
な
っ
て
い
る
。
発
売

元
は
体
外
離
脱
の
研
究
者
、
ロ
バ
ー
ト
・
モ
ン
ロ
ーRobert

M
onroe

が

設
立
し
た
研
究
所
で
あ
る
。

ア
ル
バ
ム
の
カ
バ
ー
に
描
か
れ
て
い
る
の
は
、
お
だ
や
か
に
凪
い
だ
海

を
行
く
帆
船
。
水
面
は
光
を
浴
び
て
輝
き
、
甲
板
に
は
潮
風
が
吹
き
渡
る
。

こ
れ
は
自
分
自
身
の
内
面
へ
の
旅
で
も
あ
る
。
冒
頭
に
置
か
れ
た
「
サ
ン

デ
ー
・
モ
ー
ニ
ン
グ
・
ピ
ー
ス
」Sunday

M
orning

Peace

も
、
続
く
「
処

女
航
海
」M

aiden
V

oyage

も
順
風
満
帆
の
船
出
を
表
現
し
て
い
る
。

実
は
、
こ
れ
は
人
間
の
魂
の
内
部
に
広
が
る
宇
宙
で
あ
っ
て
、
海
は
無

16

意
識
の
象
徴
な
の
だ
ろ
う
。
３
曲
目
のThe
Enlightened

Path
は
「
賢

明
な
道
」
と
訳
せ
る
が
、
文
字
通
り
は
光
に
照
ら
さ
れ
た
道
、
あ
な
た
自

身
が
進
む
べ
き
針
路
で
あ
る
。
メ
ロ
デ
ィ
ー
も
内
宇
宙
へ
い
ざ
な
う
か
の

よ
う
に
、
潮
騒
に
星
屑
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
音
が
交
わ
る
。

ほ
し
く
ず

４
曲
目
のBreath

of
The

V
alley

は
「
谷
間
の
呼
吸
」
と
で
も
訳
し

た
ら
い
い
の
だ
ろ
う
か
。
銀
河
を
航
海
す
る
帆
船
に
当
た
る
宇
宙
の
息
遣

い
を
、
表
現
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
潮
騒
に
小
鳥
た
ち
の
さ
え
ず
り
が

ミ
ッ
ク
ス
さ
れ
て
い
る
。

最
後
の
曲
はSes

M
ist

「
海
霧
」
で
あ
る
。
船
は
意
識
と
無
意
識
の

間
あ
わ
い

を
突
き
進
み
、
恍
惚
と
し
た
安
ら
ぎ
の
境
地
へ
と
至
る
。
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マ
ッ
ク
ス
・
コ
ル
バ
ッ
チ
ョ
の
《
宇
宙
の
旅
人
》

僕
の
宇
宙
好
き
は
、
小
学
一
年
生
の
時
、
渋
谷
に
あ
っ
た
五
島
プ
ラ
ネ

タ
リ
ウ
ム
に
つ
れ
て
行
っ
て
も
ら
い
、
日
下
実
男
の
『
わ
た
し
た
ち
の
太

く

さ

か

じ

つ

お

陽
系
』
と
い
う
本
を
買
っ
て
も
ら
っ
て
か
ら
だ
ろ
う
か
。

大
学
を
卒
業
し
た
頃
、N

A
SA

の
宇
宙
探
査
機
ボ
イ
ジ
ャ
ー
な
ど
が
と

ら
え
た
振
動
を
、
可
聴
音
に
変
換
し
た
も
の
が
売
り
出
さ
れ
て
い
た
。「
地

球
の
声
」V

oice
ofEarth

や
「
衛
星
イ
オ
」Sphere

ofIo

、「
海
王
星
」

N
eptune

だ
け
は
買
っ
た
の
だ
が
、
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
や
Ｃ
Ｄ
で
一
つ
二

千
円
程
度
し
た
か
ら
、
そ
れ
以
上
買
い
そ
ろ
え
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

そ
の
中
で
気
に
入
っ
て
い
る
の
は
、
や
は
り
「
地
球
の
声
」
で
あ
る
。

人
間
が
発
し
て
い
る
電
波
が
影
響
し
て
い
る
ん
だ
ろ
う
け
ど
、
地
球
っ
て

18

星
は
随
分
お
し
ゃ
べ
り
な
ん
だ
と
感
心
し
た
も
の
で
あ
る
。
部
屋
を
真
っ

暗
に
し
て
、
オ
ー
デ
ィ
オ
だ
け
に
ス
イ
ッ
チ
が
入
っ
て
い
る
と
、
そ
れ
が

操
縦
席
の
機
器
の
よ
う
に
見
え
て
、
自
分
の
部
屋
が
宇
宙
船
に
な
っ
た
よ

う
な
気
が
し
た
も
の
だ
。

一
九
九
〇
年
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
放
送
し
た
《
銀
河
宇
宙
オ
デ
ッ
セ
イ
》A

G
alactic

O
dyssey

は
、
宇
宙
旅
行
仕
立
て
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
で
、

幼
い
頃
の
僕
の
夢
を
擬
似
的
に
実
現
さ
せ
て
く
れ
た
。H

A
RU

が
作
曲

し
た
テ
ー
マ
曲
の
Ｃ
Ｄ
を
聴
く
と
、
番
組
を
見
た
時
の
一
場
面
が
よ
み
が

え
っ
て
き
た
も
の
だ
。

初
め
て
パ
ソ
コ
ン
を
買
っ
た
頃
、SY

N
FO

REST

と
い
う
会
社
が
《
地

球
》
と
い
う
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
発
売
し
て
い
た
。
人
工
衛
星
か
ら
撮
影
さ

れ
た
写
真
と
、
ア
ン
ビ
エ
ン
ト
系
の
音
楽
、
宇
宙
飛
行
士
の
言
葉
が
組
み
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合
わ
さ
れ
て
い
て
、
宇
宙
で
人
類
が
何
を
夢
見
て
い
る
の
か
考
え
さ
せ
ら

れ
た
も
の
だ
。
愛
用
し
て
き
た
ソ
フ
ト
だ
け
れ
ど
も
、W

indow
sX

P

ま

で
し
か
動
か
な
か
っ
た
。

そ
の
ほ
か
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ジ
オ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク

N
ational

G
eographic

が
制
作
し
た
《
宇
宙
の
果
て

ス
ペ
ー
ス
・
ト
ラ
ベ
ラ
ー
》

が
、
多
数
の
Ｃ
Ｇ
を
使
用
し
て
宇
宙
の
神
秘
的
な
美
し
さ
を
伝
え
て
い
た
。

こ
れ
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

今
回
紹
介
す
る
の
は
、
マ
ッ
ク
ス
・
コ
ル
バ
ッ
チ
ョM

ax
Corbacho

の
神
秘
的
な
音
楽
に
、
ヘ
ミ
シ
ン
ク
の
信
号
を
重
ね
合
わ
せ
た
ア
ル
バ
ム
。

イ
ヤ
ホ
ン
で
聴
く
だ
け
で
、
宇
宙
飛
行
士
に
な
っ
て
旅
す
る
よ
う
な
気
分

に
さ
せ
て
く
れ
る
。
《
宇
宙
の
旅
人
》Cosm

ic
Traveler

も
、
ア
ル
バ
ム

20

の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
はM

onroe
Products

と
な
っ
て
い
る
。

い
ず
れ
こ
の
地
球
が
居
住
不
能
に
な
っ
た
と
き
、
人
類
は
新
た
な
天
地

を
求
め
て
旅
立
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
仮
に
そ
の
時
代
ま
で
人
類
が
生

存
し
て
い
た
と
し
て
、
宇
宙
に
旅
立
っ
た
と
し
た
ら
、
ど
ん
な
思
い
を
抱

く
こ
と
だ
ろ
う
。
母
な
る
地
球
は
永
遠
に
失
わ
れ
て
し
ま
い
、
宇
宙
を
果

て
し
な
く
さ
ま
よ
う
人
間
は
、
地
球
で
の
出
来
事
を
夢
の
よ
う
に
想
像
す

る
だ
ろ
う
。

こ
れ
は
人
類
が
生
存
し
続
け
る
た
め
の
希
望
で
あ
る
と
と
も
に
、
死
後

の
世
界
を
象
徴
し
て
は
い
な
い
だ
ろ
う
か
。
観
音
の
浄
土
へ
旅
立
つ

か
ん
の
ん

「
補
陀
落
渡
海
」
が
、
現
実
に
は
小
舟
に
僧
侶
を
閉
じ
込
め
て
、
あ
の
世

ふ

だ

ら

く

と

か

い

に
送
り
出
す
旅
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
故
郷
を
失
っ
た
人
類
に
と
っ
て
、
宇

宙
旅
行
と
は
地
上
に
立
つ
こ
と
が
で
き
ぬ
ま
ま
、
船
体
の
中
で
死
に
絶
え



21

る
し
か
な
い
運
命
を
、
背
負
い
な
が
ら
の
果
て
し
な
い
旅
な
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

22

マ
ッ
ク
ス
・
コ
ル
バ
ッ
チ
ョ
の
《
ア
ル
ス
・
ル
ー
キ
ス
》

ス
ペ
イ
ン
の
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ンM
ax

Corbacho

の
《
宇
宙
の
旅
人
》

Cosm
ic

Traveler

に
感
動
し
て
、
《
ア
ル
ス
・
ル
ー
キ
ス
》A

rs
Lucis

と

い
う
ア
ル
バ
ム
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
み
た
。
ラ
テ
ン
語
で
「
光
の
芸
術
」

を
意
味
す
る
。
ア
ル
バ
ム
の
写
真
に
あ
る
よ
う
に
、
青
い
ス
テ
ン
ド
グ
ラ

ス
を
は
め
ら
れ
た
大
聖
堂
が
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る
。
崇
高
な
神
の
世
界
を
感

じ
さ
せ
る
た
め
に
建
て
ら
れ
た
と
言
わ
れ
て
も
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
で
は
な

い
僕
に
は
ピ
ン
と
来
な
か
っ
た
の
だ
が
。

ユ
イ
ス
マ
ン
スH

uysm
ans

の
『
さ
か
し
ま
』À

rebours

に
お
け
る
デ

カ
ダ
ン
ス
や
、
『
彼
方
』Là-bas

に
お
け
る
悪
魔
崇
拝
に
興
味
を
持
っ
た

僕
も
、
『
大
伽
藍
』La

Cathédrale

は
よ
く
分
か
ら
な
か
っ
た
。
マ
ッ
ク
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ス
・
コ
ル
バ
ッ
チ
ョ
の
《
ア
ル
ス
・
ル
ー
キ
ス
》
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
大

聖
堂
が
放
つ
神
秘
を
、
感
性
的
に
理
解
さ
せ
て
く
れ
る
。
ス
テ
ン
ド
グ
ラ

ス
の
青
は
星
空
を
象
徴
し
、
神
に
対
す
る
崇
拝
の
念
は
広
大
な
宇
宙
に
対

す
る
思
い
に
通
じ
る
の
だ
と
。

マ
ッ
ク
ス
・
コ
ル
バ
ッ
チ
ョ
の
音
楽
は
、
シ
ン
セ
サ
イ
ザ
ー
を
駆
使
し

た
奇
蹟
の
よ
う
な
音
で
あ
る
。
聴
い
て
い
る
だ
け
で
意
識
の
広
が
り
を
感

じ
る
。
《
宇
宙
の
旅
人
》
以
上
に
感
動
さ
せ
ら
れ
た
。
音
で
光
を
表
現
し

て
い
る
の
で
、
聴
覚
と
視
覚
が
シ
ン
ク
ロ
し
て
、
暗
闇
に
大
聖
堂
の
幻
影

が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
よ
う
だ
。
こ
れ
に
ヘ
ミ
シ
ン
ク
の
信
号
が
埋
め

込
ま
れ
た
ら
、
神
秘
の
内
側
に
入
っ
て
行
け
そ
う
な
気
が
す
る
。

さ
て
、
最
初
、
僕
は
《
ア
ル
ス
・
ル
ー
キ
ス
》
をm

p
3

で
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
し
た
の
だ
が
、
音
楽
そ
の
も
の
に
は
感
動
し
た
も
の
の
、
何
か
物
足

24

り
な
い
。
重
低
音
が
体
全
体
に
響
い
て
く
る
感
じ
が
な
い
の
だ
。
マ
ッ
ク

ス
・
コ
ル
バ
ッ
チ
ョ
の
よ
う
に
、
精
神
に
訴
え
か
け
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の

作
品
は
、
圧
縮
さ
れ
た
音
源
で
は
魂
を
震
わ
せ
な
い
の
だ
。
そ
こ
で
、

A
pple

Lossless

の
音
源
を
入
手
し
て
聴
い
て
み
る
と
、
や
は
り
深
み
が

全
然
違
う
。

マ
ッ
ク
ス
・
コ
ル
バ
ッ
チ
ョ
の
Ｃ
Ｄ
は
売
り
切
れ
の
も
の
が
多
い
。
ど

う
や
ら
、
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
販
売
に
切
り
換
え
て
い
く
ら
し
い
。bandcam

p

と
い
う
サ
イ
ト
で
、
音
源
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
販
売
し
て
い
る
の
を
知
っ
た
。

音
源
はm

p
3

以
外
に
も
、A

pple
Lossless

、flac

、w
av

な
ど
各
種
選
択

で
き
る
。
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マ
ッ
ク
ス
・
コ
ル
バ
ッ
チ
ョ
の
《
ブ
レ
ス
・
ス
ト
リ
ー
ム
》

ス
ペ
イ
ン
の
ア
ン
ビ
エ
ン
ト
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
の
作
曲
家
、
マ
ッ
ク
ス

・
コ
ル
バ
ッ
チ
ョM

ax
Corbacho

を
知
っ
た
の
は
数
年
前
だ
が
、
そ
の

精
神
性
に
す
っ
か
り
魅
せ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。
最
初
に
聴
い
た
の
は
、
ヘ

ミ
シ
ン
ク
の
信
号
が
埋
め
込
ま
れ
た
《
宇
宙
の
旅
人
》Cosm

ic
Traveler

で
あ
る
。

「
ま
る
で
自
身
が
宇
宙
船
に
乗
り
込
み
、
宇
宙
の
旅
人
に
な
っ
た
よ
う
に

感
じ
た
」
と
、
英
語
で
メ
ー
ル
す
る
と
、
コ
ル
バ
ッ
チ
ョ
氏
自
身
が
「
あ

な
た
の
よ
う
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
も
ら
う
こ
と
が
、
自
分
自
身
の
仕
事
に
対

す
る
最
高
の
報
い
で
す
」
と
英
語
で
答
え
て
く
れ
た
。

「
ヘ
ミ
シ
ン
ク
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
で
、
《
ア
ル
ス
・
ル
ー
キ
ス
》A

rs
Lucis

26

な
ど
の
ア
ル
バ
ム
も
聴
い
て
み
た
い
」
と
い
う
希
望
に
対
し
て
も
、
氏
は

今
後
の
ア
ル
バ
ム
で
考
え
た
い
と
い
う
旨
を
伝
え
て
く
れ
た
。
僕
は
感
激

む
ね

し
て
し
ま
っ
て
、
し
ば
ら
く
興
奮
し
て
い
た
。
天
才
的
な
音
楽
家
と
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
き
た
と
い
う
歓
び
で
あ
る
。

《
ア
ル
ス
・
ル
ー
キ
ス
》
は
《
宇
宙
の
旅
人
》
を
超
え
る
傑
作
だ
と
感
じ

た
。
光
を
音
で
表
現
し
、
空
間
性
ま
で
擬
似
的
に
再
現
し
て
い
る
の
に
は

驚
い
た
。
「
共
感
覚
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
が
、
マ
ッ
ク
ス
・
コ
ル
バ
ッ

チ
ョ
の
音
楽
は
、
音
で
視
覚
を
刺
激
し
、
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
を
喚
起
す
る
力
を

持
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
ヘ
ミ
シ
ン
ク
の
信
号
が
埋
め
込
ま
れ
た

ら
、
そ
の
世
界
に
行
っ
て
し
ま
い
そ
う
で
あ
る
。
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さ
て
、
今
回
紹
介
す
る
の
は
《
ブ
レ
ス
・
ス
ト
リ
ー
ム
》BreathStream

と
い
う
ア
ル
バ
ム
で
あ
る
。
「
呼
吸
の
流
れ
」
と
い
う
意
味
で
、
宇
宙
が

生
命
を
持
っ
て
息
し
て
い
る
さ
ま
を
、
音
楽
化
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
《
宇

宙
の
旅
人
》
が
宇
宙
を
旅
す
る
人
間
を
表
現
し
た
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
、

こ
の
ア
ル
バ
ム
で
は
宇
宙
そ
の
も
の
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。
宇
宙
が
展
開

し
発
展
し
た
末
に
、
人
類
の
よ
う
な
知
性
的
な
精
神
を
持
つ
生
物
が
誕
生

し
た
わ
け
だ
が
、
生
命
と
い
う
観
点
か
ら
見
る
と
、
宇
宙
そ
の
も
の
も
魂

を
持
ち
、
眠
っ
た
ま
ま
、
夢
見
て
い
る
と
い
っ
た
感
じ
で
あ
る
。
イ
ン
ド

哲
学
で
言
え
ば
、
宇
宙
の
「
純
粋
精
神
」
を
表
現
し
た
も
の
と
い
っ
た
感

じ
で
あ
る
。

人
間
は
自
身
の
一
生
が
終
わ
れ
ば
、
永
遠
の
眠
り
が
待
っ
て
い
る
の
だ

ろ
う
が
、
次
の
生
を
受
け
て
誕
生
す
る
ま
で
の
間
は
、
宇
宙
そ
の
も
の
と
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一
つ
に
な
っ
て
、
眠
っ
た
ま
ま
夢
を
見
て
い
る
。
そ
ん
な
希
望
を
感
じ
さ

せ
て
く
れ
る
ア
ル
バ
ム
で
あ
る
。
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太
陽
系
の
奏
で
る
音
楽

先
日
、
本
屋
で
占
星
術
の
本
を
覗
い
た
ら
、
運
命
を

司

る
星
と
し
て
、

つ
か
さ
ど

い
ま
だ
冥
王
星
も
健
在
だ
っ
た
。
一
九
三
〇
年
に
ア
メ
リ
カ
人
に
発
見
さ

れ
た
こ
の
星
は
、
海
王
星
の
外
を
回
る
九
番
目
の
惑
星
と
さ
れ
て
き
た
が
、

二
〇
〇
六
年
冥
王
星
よ
り
も
大
き
な
エ
リ
ス
と
同
じ
「
矮
惑
星
」
に
格
下

わ
い
わ
く
せ
い

げ
さ
れ
た
。
英
語
名
の"pluto"

が
「
格
下
げ
す
る
」
と
い
う
意
味
の
動
詞

と
し
て
使
わ
れ
話
題
を
呼
ん
だ
。

格
下
げ
さ
れ
て
し
ま
っ
た
と
い
っ
て
も
、
太
陽
系
か
ら
冥
王
星
が
な
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
占
星
術
か
ら
冥
王
星
が
除
か
れ
る
い

わ
れ
は
な
い
の
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
、
占
星
術
自
体
が
疑
似
科
学
で
あ
っ

て
、
そ
れ
を
信
じ
た
人
間
に
限
っ
て
、
告
げ
ら
れ
た
運
命
に
従
っ
た
生
き
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方
を
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
の
か
も
。

太
陽
系
の
惑
星
を
テ
ー
マ
に
、
イ
ギ
リ
ス
の
作
曲
家
ホ
ル
ス
トH

olst

が
管
弦
楽
組
曲
《
惑
星
》The

Planets

を
作
曲
し
た
。
初
演
は
一
九
二
〇

年
の
こ
と
で
あ
る
。
当
時
は
冥
王
星
は
発
見
さ
れ
て
お
ら
ず
、
作
曲
さ
れ

た
の
も
海
王
星
ま
で
の
七
曲
で
あ
る
。

ホ
ル
ス
ト
の
《
惑
星
》
は
、「
火
星
、
戦
争
を
も
た
ら
す
者
」M

ars,
the

BringerofW
ar

か
ら
始
ま
る
。
軍
神
マ
ル
スM

ars

を
表
す
「
火
星
」
は
、

高
ら
か
に
鳴
る
軍
靴
の
響
き
か
ら
始
ま
る
。
こ
れ
は
近
づ
き
つ
つ
あ
る
第

一
次
世
界
大
戦
を
予
感
し
て
、
作
曲
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

「
金
星
、
平
和
を
も
た
ら
す
者
」V

enus,
the

Bringer
of

Peace

は
、

美
の
神
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
を
象
徴
す
る
。
全
曲
中
も
っ
と
も
甘
美
な
響
き
を
持
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ち
、
う
っ
と
り
聞
き
惚
れ
る
方
も
多
い
こ
と
だ
ろ
う
。
実
際
の
金
星
は
、

大
き
さ
こ
そ
地
球
の
兄
弟
星
と
言
え
る
が
、
鉛
も
溶
け
る
灼

熱
の
世
界
、

し
ゃ
く
ね
つ

深
海
の
よ
う
な
気
圧
で
視
界
は
ゆ
が
み
、
薄
暗
い
中
を
火
山
の
マ
グ
マ
が

流
れ
、
砂
嵐
が
吹
き
す
さ
び
、
絶
え
間
な
く
雷
鳴
が
と
ど
ろ
く
。
美
の
神

が
住
ま
う
ど
こ
ろ
か
、
ま
さ
し
く
地
獄
の
世
界
で
あ
る
。

「
水
星
、
翼
の
あ
る
使
者
」M

ercury
,

the
W

inged
M

essenger

は
、
ロ

ー
マ
神
話
で
は
マ
ー
キ
ュ
リ
ー
、
ギ
リ
シ
ャ
神
話
で
は
ヘ
ル
メ
ス
を
表
す
。

主
に
精
神
的
能
力
を
司
り
、
熟
練
と
敏

捷
な
性
格
を
授
け
る
神
で
あ
る
。

び
ん
し
ょ
う

金
属
で
は
水
銀
を
象
徴
す
る
。
ト
リ
ッ
ク
ス
タ
ー
の
よ
う
に
、
目
ま
ぐ
る

し
い
動
き
で
立
ち
回
る
。
天
体
と
し
て
の
水
星
は
、
自
転
速
度
が
公
転
速

度
の
三
分
の
二
と
遅
く
、
灼
熱
の
世
界
と
す
べ
て
が
凍
り
つ
く
寒
冷
な
世

界
が
、
同
じ
星
の
中
に
共
存
す
る
、
い
と
も
奇
妙
な
星
な
の
で
あ
る
。
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「
木
星
、
快
楽
を
も
た
ら
す
者
」Jupiter,

the
BringerofJollity
は
、《
惑

星
》
の
中
で
も
っ
と
も
愛
さ
れ
て
い
る
曲
で
あ
る
。
ロ
ー
マ
神
話
の
最
高

神
、
ジ
ュ
ピ
タ
ー
を
表
す
。
大
い
な
る
幸
福
の
星
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

ホ
ル
ス
ト
の
曲
も
、
力
強
さ
と
喜
び
に
あ
ふ
れ
る
英
雄
、
宇
宙
に
夢
を
託

す
人
類
の
希
望
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
。
天
体
と
し
て
の
木
星
は
、
太
陽
に

な
り
損
ね
た
星
で
、
大
き
さ
が
足
り
な
い
た
め
に
、
自
ら
燃
え
る
恒
星
に

な
れ
な
か
っ
た
。
そ
れ
だ
け
底
知
れ
ぬ
パ
ワ
ー
を
内
に
秘
め
て
い
る
。

「
土
星
、
老
い
を
も
た
ら
す
者
」Saturn

,
the

BringerofO
ld

A
ge

は
、

重
苦
し
い
雰
囲
気
で
始
ま
る
。
ロ
ー
マ
神
話
で
は
農
耕
神
サ
ト
ゥ
ル
ヌ
ス

Saturnus

、
ギ
リ
シ
ャ
神
話
で
は
時
の
神
、
ク
ロ
ノ
スK

ronos

を
表
す
。

大
鎌
を
持
っ
た
死
の
神
の
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
。
終
末
に
訪
れ
る
安
ら
ぎ
は
、

永
遠
の
眠
り
を
受
け
容
れ
る
こ
と
で
も
た
ら
さ
れ
る
。
子
ど
も
た
ち
は
土
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星
の
リ
ン
グ
を
、
縁
の
あ
る
帽
子
、
甘
い
ド
ー
ナ
ツ
の
よ
う
に
思
っ
て
い

る
。
木
星
に
次
ぐ
大
き
さ
だ
が
、
比
重
が0

.
6
9

と
い
う
こ
と
は
、
巨
大
な

水
槽
が
あ
れ
ば
、
土
星
は
水
に
浮
い
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

「
天
王
星
、
魔
術
師
」U

ranus,
the

M
agician

は
、
呪
文
の
よ
う
な
響

き
で
、
聴
く
者
の
意
識
を
攪
乱
さ
せ
る
。
い
か
が
わ
し
い
液
体
を
飲
ま
さ

か
く
ら
ん

れ
、
こ
こ
が
ど
こ
だ
か
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
よ
う
な
。
幻
覚
に

と
ら
わ
れ
て
い
て
も
、
夢
は
現
実
と
同
じ
く
ら
い
生
き
生
き
と
し
て
い
る
。

ギ
リ
シ
ャ
神
話
で
天
空
を
神
格
化
し
た
神
、
ウ
ラ
ノ
ス
の
名
で
呼
ば
れ
て

い
る
。
怪
物
の
子
ど
も
が
生
ま
れ
た
こ
と
を
忌
み
、
妻
の
胎
内
に
戻
し
た

い

こ
と
で
、
妻
と
共
謀
し
た
息
子
ク
ロ
ノ
ス
（
＝
土
星
）
に
去
勢
さ
れ
る
。

天
体
と
し
て
の
天
王
星
は
、
太
古
の
昔
に
巨
大
な
星
と
衝
突
し
、
横
倒
し

に
さ
れ
た
ま
ま
自
転
し
て
い
る
た
め
、
公
転
周
期
八
四
年
の
う
ち
、
二
一
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年
は
昼
と
夜
が
来
る
が
、
次
の
二
一
年
は
昼
だ
け
、
そ
の
次
は
昼
と
夜
が

来
て
、
最
後
の
二
一
年
は
夜
が
続
く
。

「
海
王
星
、
神
秘
主
義
者
」N

eptune,
the

M
ystic

は
不
安
定
な
音
の
反

復
で
、
と
ら
え
が
た
い
星
の
幻
影
を
示
し
て
い
る
。
女
性
の
コ
ー
ラ
ス
と

と
も
に
、
謎
は
さ
ら
に
深
ま
っ
て
い
き
、
意
識
の
彼
方
に
消
え
て
行
く
。

ロ
ー
マ
神
話
で
は
ネ
プ
チ
ュ
ー
ン
、
ギ
リ
シ
ャ
神
話
で
は
ポ
セ
イ
ド
ン

Poseidōn

に
相
当
す
る
。
海
の
神
を
想
起
さ
せ
る
よ
う
に
、
海
王
星
は
鮮

や
か
な
ブ
ル
ー
の
天
体
で
、
夏
空
に
浮
か
ぶ
白
い
雲
の
よ
う
な
模
様
ま
で

見
え
る
。
美
し
い
姿
と
は
裏
腹
に
、
太
陽
系
最
速
の
時
速
二
千
キ
ロ
の
暴

風
が
吹
き
荒
れ
て
い
る
。
接
近
す
る
物
体
を
、
こ
と
ご
と
く
打
ち
砕
い
て

し
ま
う
だ
ろ
う
。
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も
し
ホ
ル
ス
ト
の
《
惑
星
》
を
買
う
の
で
あ
れ
ば
、
カ
ラ
ヤ
ンK

arajan
が
指
揮
し
た
ウ
ィ
ー
ン
・
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽
団

W
iener

Philharm
oniker

の
演
奏
を
お
勧
め
す
る
。
最
近
発
売
さ
れ
たM

Q
A

-CD

の3
5
2
.
8kH

z/2
4bit

の
超
高
音
質
で
聴
け
ば
、
コ
ン
サ
ー
ト
会
場
で
生
演

奏
を
聴
い
て
い
る
よ
う
な
感
動
が
味
わ
え
る
。

ち
な
み
に
、
ロ
イ
ヤ
ル
・
ス
コ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
オ
ー
ケ

ス
ト
ラRoyal

Scottish
N

ational
O

rchestra

の
《
惑
星
》The

Planets

に
は
、
海
王
星
の
後
に
、「
冥
王
星
、
復
活
さ
せ
る
者
」Pluto

The
Renew

er

と
、
「
神
秘
の
ト
ラ
ン
ペ
ッ
タ
ー
」The

M
ystic

Trum
peter

が
つ
い
て
い

る
。
ホ
ル
ス
ト
の
意
図
と
は
異
な
る
わ
け
だ
し
、
矮
惑
星
に
格
下
げ
さ
れ

た
冥
王
星
以
下
の
曲
は
、
《
惑
星
》
の
演
奏
か
ら
は
外
さ
れ
る
べ
き
だ
ろ

う
。
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さ
て
、
次
に
実
際
の
惑
星
が
、
古
代
人
に
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
ら
れ
て

い
た
か
と
い
う
問
題
に
移
る
こ
と
に
す
る
。
ギ
リ
シ
ャ
人
は
太
陽
系
に
属

す
る
七
つ
の
星
が
、
地
球
の
周
り
を
回
転
し
な
が
ら
、
一
定
の
音
を
出
し

て
い
る
と
考
え
て
い
た
。
ピ
タ
ゴ
ラ
ス
の
宇
宙
観
で
は
、

ド

水
星

レ

金
星

ミ

太
陽

フ
ァ

火
星

ソ

木
星

ラ

土
星
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シ

月

の
よ
う
な
対
応
関
係
が
考
え
ら
れ
て
い
た
。

惑
星
探
査
機
ボ
イ
ジ
ャ
ー
が
太
陽
系
の
惑
星
や
衛
星
の
音
を
録
音
し
、

地
球
に
送
り
届
け
た
の
は
、
一
九
七
〇
年
代
の
後
半
か
ら
、
一
九
八
〇
年

代
末
の
こ
と
で
あ
る
。
星
々
が
出
し
て
い
る
音
は
、
そ
の
ま
ま
で
は
人
間

に
は
聞
こ
え
な
い
。
音
程
を
可
聴
領
域
に
変
換
す
る
こ
と
で
、
波
形
の
変

化
を
耳
に
で
き
る
よ
う
に
加
工
し
た
の
で
あ
る
。

当
時
の
僕
は
「
地
球
の
声
」V

oice
of

Earth

と
「
衛
星
イ
オ
」Sphere

of
Io

の
テ
ー
プ
、
「
海
王
星
」N

eptune

の
Ｃ
Ｄ
を
買
っ
た
。
一
つ
二
千

円
程
度
し
た
よ
う
だ
。
デ
ジ
タ
ル
化
す
る
に
も
手
間
が
か
か
る
。
現
在
で

はiTunes
Store

でN
asa

V
oyager

Space
Sounds

と
い
う
ア
ル
バ
ム
全
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十
曲
が
、
千
五
百
円
と
か
な
り
割
安
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
。

こ
こ
で
は
、
右
の
ア
ル
バ
ム
全
体
を
耳
に
し
て
、
自
分
な
り
に
感
じ
た

印
象
を
述
べ
て
み
る
こ
と
に
す
る
。
「
木
星
」
は
太
陽
に
な
り
損
ね
た
星

で
あ
る
。
威
厳
が
あ
っ
て
、
揺
る
ぐ
と
こ
ろ
が
な
い
。
崇
高
な
波
動
が
宇

宙
空
間
に
響
き
わ
た
っ
て
い
る
。

「
衛
星
ミ
ラ
ン
ダ
」M

iranda

は
、
鉱
物
的
で
ゴ
ツ
ゴ
ツ
し
た
衝
撃
波

を
放
ち
つ
つ
、
天
王
星
の
不
可
思
議
な
波
動
に
包
ま
れ
て
い
る
。
聴
い
て

い
て
、
意
外
と
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
る
音
で
あ
る
。

「
海
王
星
」N

eptune

は
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
ブ
ル
ー
と
は
裏
腹
に
、
猛た

け

り
狂
う
暴
風
の
底
知
れ
ぬ
う
な
り
で
、
遠
方
か
ら
眺
め
て
い
て
も
背
筋
に

恐
怖
が
走
る
。
ジ
ェ
ッ
ト
機
の
真
下
で
聞
く
轟
音
に
、
絶
え
間
な
く

脅

ご
う
お
ん

お
び
や
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か
さ
れ
る
と
い
っ
た
感
じ
で
あ
る
。

「
天
王
星
の
輪
」Rings

of
U

ranus

は
き
し
る
よ
う
な
金
属
音
と
、
周

囲
を
吹
き
ま
く
る
ジ
ェ
ッ
ト
音
が
、
奇
怪
な
波
動
を
発
し
て
お
り
、
幻
聴

の
よ
う
な
宇
宙
の
叫
び
に
聞
こ
え
て
く
る
。

「
土
星
の
輪
」Saturn's

Rings

は
天
王
星
の
輪
と
比
べ
て
、
重
低
音
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
満
ち
て
い
る
。
強
弱
を
繰
り
返
す
う
な
り
は
、
暴
力
的
な

波
動
が
、
今
に
も
迫
り
か
ね
な
い
こ
と
を
告
げ
て
い
る
。
石
の

礫

が
弾

つ
ぶ
て

き
飛
ば
さ
れ
、
逃
げ
場
な
く
襲
い
か
か
っ
て
き
そ
う
で
あ
る
。

「
土
星
」Saturn

は
暴
風
が
吹
き
荒
ぶ
球
面
と
、
超
音
波
を
含
む
輪
の

回
転
す
る
響
き
が
、
相
入
れ
な
い
潮
目
、
音
の
境
界
を
作
り
出
し
て
い
る
。

一
瞬
も
心
休
ま
る
時
の
な
い
、
宇
宙
船
も
接
近
不
能
な
空
間
を
形
作
っ
て

い
る
。
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「
地
球
の
歌
」Song

ofEarth

は
静
謐
な
音
楽
と
い
っ
た
印
象
で
あ
る
。

せ
い
ひ
つ

夜
の
地
球
は
人
間
が
活
動
を
休
止
し
、
夢
見
心
地
の
中
で
休
ら
っ
て
い
る
。

全
曲
の
中
で
最
も
癒
し
の
効
果
が
高
い
と
見
ら
れ
る
。
地
球
も
人
間
も
、

休
息
の
時
を
必
要
と
し
て
い
る
。

「
木
星
の
衛
星
イ
オ
」Sphere

of
Io

は
、
高
速
で
移
動
す
る
飛
行
物
体

の
よ
う
な
音
を
出
す
。
低
周
波
の
音
は
、
次
第
に
高
ま
り
を
増
し
、
地
響

き
と
と
も
に
、
火
山
か
ら
マ
グ
マ
を
噴
き
上
げ
る
。
キ
ン
キ
ン
響
く
高
音

も
伴
っ
て
お
り
、
聴
い
て
い
て
飽
き
る
こ
と
が
な
い
。
太
陽
系
の
衛
星
で
、

イ
オ
ほ
ど
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
活
動
を
し
て
い
る
星
は
、
地
球
を
お
い
て
は

な
い
。

「
天
王
星
」U

ranus

は
凍
り
つ
く
空
間
を
、
ド
ッ
プ
ラ
ー
効
果
を
伴
っ

て
走
り
、
絶
え
間
な
く
強
風
が
吹
き
荒
れ
て
い
る
。
そ
の
う
な
り
が
、
時
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と
し
て
絶
望
的
な
叫
び
に
聞
こ
え
て
く
る
。

「
地
球
の
声
」V

oice
of

Earth

を
聞
く
と
、
こ
の
星
は
何
て
お
し
ゃ
べ

り
な
ん
だ
と
思
っ
て
し
ま
う
。
様
々
な
音
の
中
に
は
、
人
間
活
動
に
よ
る

も
の
も
混
じ
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
宇
宙
空
間
か
ら
だ
と
、
人
間
も
ま
た

地
球
の

営

み
の
一
部
で
あ
る
。
地
球
を
取
り
巻
く
磁
気
に
、
太
陽
か
ら

い
と
な

の
宇
宙
線
が
衝
突
す
る
。
低
音
を
主
調
と
し
た
響
き
に
、
地
球
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
が
混
じ
っ
て
い
る
。
何
を
語
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
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